
いなべ市の市民活動情報誌 「活センニュース」 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南金井地域サロン「宮美会」 北勢線の魅力を探る会 麻の葉クラブ 

トライアングルハーティー バルーンアートの会 現代邦楽奏団「新いぶき」 

腹話術劇団はたいも いなべ防災ボランティアの会 ﾘｺｰﾀﾞｰｱﾝｻﾝﾌﾞﾙかあちゃんズ 

放課後子ども教室ほくせい 日本赤十字いなべ地域奉仕団 グループ「ぼちぼちいこか」 

子育てサロンさくらんぼ いなべ非常通信ボランティア 桐林太鼓 

いなべおもちゃ病院 阿下喜パトロール隊 琴好会いなべ宮原社中 

いなべの里山を守る会 あげきっ子民謡保存会 楽吹塾 

ふるさといなべ市の語り部の会 ラニフラ・スタジオ 朗読ボランティアなよの音 

桑員バリアフリーの会 いなべ市子ども発明クラブ メシェレいなべ 

（認特）みえきた市民活動センター 桑名弦楽合奏団 かいじゅう日和 

子育てネットワークいなこね （特）快生教学会 にこちゃん 

いなべフェアトレードタウン   

 

２０２1年 ５月号 

市民活動センターは、住みよいまちづくりをすすめる市民活動団体、ボランティア団体な

ど、あなたのセンターです。皆さんにとって使いやすいセンターを目指しています。 

ご意見、ご要望をどんどんお寄せください。 

6月20日は「市民活動の日」 
参加団体 決定 

企業の社会貢献活動では、次の企業が参加します 

・(株)デンソー大安製作所（デンソーハートフルクラブ大安） 

・明治安田生命保険(相)いなべ営業所 

・トヨタ車体(株)いなべ工場 

・(株)きもと三重工場 

 

※三重県まん延防止等重点措置などにより、中止になる場合があります。 

詳しい内容は 

６月のチラシを 

見てね！ 



  

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いなべ市のごみの現状を知ろう！ 

 

 

 

家庭の生ごみで堆肥を作り、土づくりにこの堆肥を使って安

全でおいしい野菜づくりを行なっているつちっこの会。 

 

つちっこの会もいなべ市も、ごみを燃焼して（つちっ子の会は

発酵させる）再利用しています。そのことから、つちっこの会は、

いなべ市のごみの現状を知ろうと４月２８日（水）あじさい

クリーンセンターで研修会を行いました。 

 

あじさいクリーンセンターでは、市内のごみを一日約 44 トン

燃やしています。運ばれてきた可燃ごみが、巨大な炉で燃えて

いる様子をモニターで見ることができます。燃えてできた灰は、

市内の太平洋セメント(株)藤原工場が引き取りセメントの材

料に利用しているそうです。 

 

市の職員からは 

「つちっこの会は、家庭からでた生ごみを堆肥にしているそうで、

ごみの減量化に取り組んでいますね。」と既につちっこの会の活

動内容も把握していただいており、なごやかな雰囲気で講習

会が行われました。 

 

代表の長田さんは 

「つちっこの会は、毎年この時期に夏野菜の種まき講習会を行

なっていますが、今年はコロナがまだ収束しないので種まき講習

会はやめて、ごみを考える原点に帰ってあじさいクリーンセンター

での研修会に変更しました。今日の講習会で、会員のごみの

意識がより強くなったかと思います。」と話していました。 

 

つちっこの会 



⓵発信力がすごい 

いなこね発足時は自分たちでフリーペーパーを作り、市内の公共機関や店舗に置いていました。しかし、もっと多くの人

に活動を知ってもらおうと SNS での発信を始め、市内だけでなく市外在住のファンを増やしています。また、世代の違う

人たちにも発信したいと何度もテレビやラジオに出演したり、新聞に掲載され、目に触れてもらっています。 

 

「いなこね」（いなべ子育てネットワーク）の 

ここがすごい！！ 
 

昨年、大盛況だったいなこねマルシェ。子育てママたちの交流の 

場として、阿下喜の空き家をリノベーションする資金作りにバザーを開催 

しました。 子育てをしながら、どこにその原動力はあるの？ 

4月 25日(日)のいなこねのバザーに参加し、見えてきた「いなこね」の魅力をお伝えします。 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

②それぞれの得意なことを活かせてすごい 

いなこねのメンバーは６人。代表者だけが動くのではなく、写真やチラシ作り担当、SNS 担当、マルシェ担当、プレス担

当など、それぞれが得意とすることを分担して進めていきます。困ったときはメンバーですぐに話し合う、チームワークの良

さ！ 

 

 

 

③ネットワークがすごい 

いなこねは、イベントに参加してくれそうな子育てママの情報をつかむのが上手です。インスタグラム（フォロワーは 600

人！）や LINE などの SNS を活用しますが、メンバーが実際に会って話をすることも。お店や地域住民の方に協力し

てもらえるように足でも稼ぎます。なんと、イベントの駐車場係や託児には応援団や他の活動団体の姿も。 

⑤時間や労力を費やすことを苦と思わないことがすごい 

現在、阿下喜で空き店舗を借りて拠点を作っていますが、リノベーションをする資金が足りません。今回、たくさんの方に

ご協力いただき、リサイクル活用やごみ削減 

にもつながることを考えてチャリティーバザーをしました。収集、値付け、会場、広報など何ヶ月もかけて準備されました。

当日はコロナ禍でもたくさんの人に喜んでもらえて、やりがいもあったようです。とにかく、子育てで困った自分たちの経験

から、孤立させないようにサポートしたいという想いで、自分たちの手間暇を惜しみません。 

④スピードがすごい 

フードロスやこども食堂などにも積極的に関わり、“これいいな”を、実行に移すまでがとても速いのです。 

「いなこねお助け愛」 

阿下喜の空き店舗を改装中です。 

DIY、改装、レイアウト、 

SNS、ネット、チラシデザインなど 

得意な方、ボランティア募集中 

一緒にわくわくしましょう！ 

！！！ 



 

 

 
フェアトレードとは、途上国の生産者に公正な賃金や労働条件を保証した価格で取引することで、途上国の自立や環

境保全を支援する国際協力活動です。フェアトレードの推進は、SDGs における貧困や飢餓の根絶、環境保護といった

地球規模の問題の解決にも寄与するものです。 

「いなべフェアトレードタウン」は 2018 年に発足し、市民・企業・商店・行政が一体となりフェアトレードの普及・啓蒙活

動を行なってきました。そして、2019年 9月、全国で 6番目のフェアトレードタウンに認定されました。 

毎年５月は世界フェアトレード月間！ 

藤原のアタントさんでフェアトレード展が開催中です。そして、にぎわいの森では、12日、19日、26日の３日間、 

「フェアトレードで SDGs ランチ」を開催、カレー、サンドイッチ、コーヒーなどフェアトレード・コラボ商品が販売されます。 

また、市内 24 ケ所の店舗でも常時取扱があります。お買い物でできる社会貢献にご協力ください！ 

詳しくはこちらの QR コードから➤➤➤ 

 

いなべ市市民活動センター  

いなべ市員弁町笠田新田 111 員弁庁舎内 

TEL（0594）７４－５８０６  

E-mail i.shiminkatu@m7.cty-net.ne.jp 

HP https://inabeshiminkatu.jimdofree.com 

委託事業運営者 NPO法人 いなべ市民クラブ 

 

はぁとふるリユース  

日時   6月 25日(金)、26日(土) 

10：00～15：00 

会場   Café ういこっちゃね（旧中里小学校） 

着られなくなった子供服、ベビー用品などのリユース会です。 

協力金をいただきます。小銭をご用意ください。 

主催 NPO法人 こどもぱれっと 0594-72-8005 

 

mailto:i.shiminkatu@m7.cty-net.ne.jp

